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令
和
元
年
度
の
宮
城
県
芸
術
協
会

定
時
総
会
は
６
月
８
日
、
仙
台
市
青

葉
区
の
市
福
祉
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ

た
。
元
号
が
改
ま
っ
て
初
め
て
の
総

会
。
組
織
の
維
持
・
発
展
と
、
取
り

組
み
の
一
層
の
活
発
化
に
向
け
て
、

情
報
共
有
の
促
進
と
組
織
力
強
化
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

総
会
に
は
１
２
９
９
人
が
出
席

（
委
任
状
１
２
０
６
通
を
含
む
）。

司
会
の
吉
田
利
弘
執
行
理
事
が
総
会

成
立
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
、
報
告
し
た
後
、
雫
石
隆
子

理
事
長
が
あ
い
さ
つ
。「
会
員
の
高

齢
化
や
会
員
数
の
減
少
な
ど
、
協
会

を
取
り
巻
く
環
境
は
一
段
と
厳
し
さ

を
増
し
、
平
成
30
年
度
の
収
支
決
算

も
赤
字
に
落
ち
込
ん
だ
」
と
難
し
い

課
題
を
抱
え
る
協
会
の
現
状
に
触
れ

た
上
で
、「
芸
術
祭
の
共
催
団
体
に

仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
の
参
画
が

決
定
、
河
北
新
報
社
と
の
連
携
公
募

展
開
催
に
向
け
た
協
議
も
進
ん
で
い

る
」
と
、
未
来
に
つ
な
が
る
胎
動
を

紹
介
し
、
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
て

着
実
に
発
展
す
る
大
い
な
る
可
能
性

を
強
調
し
た
。

　

続
い
て
、
文
芸
部
の
金
澤
孝
一
会

員
を
議
長
に
選
出
。次
第
に
沿
っ
て
、

議
事
等
の
審
議
を
進
め
た
。

　
報
告
は
「
２
０
１
９
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
」
の
１
件

で
、
佐
藤
皖
山
、
菅
原
宗
初
両
執
行
理

事
が
分
担
し
て
内
容
を
説
明
。
定
款

に
基
づ
い
て
前
年
度
末
の
理
事
会
で

承
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

議
案
は
「
平
成
30
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
の
承
認
に
つ
い
て
」

の
１
件
。
理
事
長
と
、佐
々
木
光
一
、

渡
部
勝
彦
両
執
行
理
事
が
事
業
と
決

算
に
分
け
て
説
明
し
、
岡
本
勝
監
事

が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
、
監

査
報
告
を
行
っ
た
。

　

報
告
、
議
案
と
も
異
論
は
な
く
、

了
承
、
承
認
さ
れ
た
。

　
本
年
度
の
総
会
は
、
厳
し
い
現
状
に

対
す
る
「
不
安
」
と
、
新
た
な
動
き

を
背
景
と
す
る
先
行
き
へ
の
「
希
望
」

が
交
錯
す
る
中
で
開
か
れ
た
。
現
実

を
直
視
し
、
懸
念
を
取
り
除
き
つ
つ
、

期
待
感
を
膨
ら
ま
せ
る
取
り
組
み
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
定
款
に
掲

げ
た
「
宮
城
県
に
お
け
る
芸
術
文
化

の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
の
目

的
の
実
現
に
向
け
て
、
な
お
一
層
、

協
会
及
び
会
員
一
人
一
人
の
本
気
度

が
問
わ
れ
る
局
面
と
受
け
止
め
た
い
。

　
公
益
財
団
法
人
仙
台
市
市
民
文
化
事

業
団
の
大
越
裕
光
理
事
長
が
６
月
８

日
、
仙
台
市
青
葉
区
の
市
福
祉
プ
ラ
ザ

で
開
か
れ
た
令
和
元
年
度
の
定
時
総

会
に
先
立
っ
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　

総
会
へ
の
参
加
を
促
し
、
研
修
の

機
会
に
も
位
置
付
け
ら
れ
る
恒
例
の

企
画
。
今
回
は
本
年
度
、
新
た
に
宮

城
県
芸
術
祭
の
主
催
団
体
に
加
わ
る

こ
と
に
な
っ
た
市
民
文
化
事
業
団
の

大
越
理
事
長
を
講
師
に
迎
え
た
。

　

講
演
の
演
題
は
「
新
時
代
の
文
化

芸
術
振
興
」。
大
越
理
事
長
は
事
業

団
の
概
要
を
紹
介
し
た
後
、
人
口
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
統
計
デ
ー
タ
や

国
の
芸
術
文
化
関
連
政
策
に
触
れ
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
の

文
化
芸
術
振
興

に
つ
い
て
見
解

を
述
べ
た
。

　

大
越
理
事
長

は
「
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ

を
増
す
中
、
文
化
芸
術
を
ど
う
発
展

さ
せ
、
次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
か

が
、
わ
た
し
た
ち
に
課
さ
れ
た
命

題
。
関
連
機
関
な
ど
に
よ
る
連
携
は

対
応
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
」
と
、
産
官
学
民
の
関
係
強
化
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。
特
に
、
目
的

を
同
じ
く
す
る
機
関
・
団
体
同
士
の

緊
密
化
は
振
興
促
進
の
成
否
を
左
右

す
る
要
素
と
の
考
え
を
に
じ
ま
せ
た
。

　

文
化
芸
術
の
振
興
を
使
命
と
し
、

課
題
と
誠
実
に
向
き
合
う
事
業
団
。

当
協
会
と
目
指
す
方
向
に
大
き
な
違

い
は
な
い
だ
け
に
、
連
携
の
強
化
は

成
果
を
生
む
た
め
の
基
盤
形
成
の
鍵

を
握
る
。
レ
ジ
ュ
メ
や
講
演
資
料
を

確
認
し
な
が
ら
、
熱
心
に
メ
モ
を
取

る
会
員
も
目
立
ち
、
今
後
の
対
応
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
る

得
難
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

大
越
理
事
長
は
仙
台
市
出
身
。
東

北
大
卒
業
後
、
仙
台
市
役
所
入
り
。

市
教
育
長
な
ど
を
歴
任
、昨
年
４
月
、

事
業
団
理
事
長
に
就
任
し
た
。

令
和
元
年
度
定
時
総
会

事
業
報
告
と
収
支
決
算
承
認

新
時
代
、
課
題
克
服
の
弾
み
に

未
来
開
く鍵

は
連
携

新
時
代
の
文
化
芸
術
振
興

大
越
氏
、
記
念
講
演
で
強
調
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第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
で
実
施
す

る
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
が
固

ま
っ
た
。
既
に
申
し
合
わ
せ
て
い
る

統
一
テ
ー
マ
「
結
い
～
次
代
へ
～
」

を
踏
ま
え
、佐
藤
皖
山
執
行
理
事（
事

業
担
当
）
を
中
心
に
、
各
部
の
参
加

希
望
を
踏
ま
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
型
事
業
を
追
求
。
７
月
８
日
の
部

長
会
議
で
概
要
を
説
明
し
た
。昨
年
、

市
民
ら
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
た
芸

術
祭
を
彩
る
定
番
的
な
企
画
。
協
会

内
部
の
準
備
も
加
速
し
、
期
待
感
も

高
ま
り
始
め
て
い
る
。

　

令
和
元
年
の
宮
城
県
芸
術
祭
は
華

道
、
書
道
展
を
皮
切
り
に
、
仙
台
市

青
葉
区
の
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
で
９
月
20
日
開
幕
。
統
一
テ
ー
マ

イ
ベ
ン
ト
の
特
別
企
画
は
同
一
階
の

オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
で
、
21
日
に
リ

ハ
ー
サ
ル
、
22
日
本
番
の
日
程
で
開

催
さ
れ
る
。

　

肝
心
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和

へ
の
改
元
を
「
新
時
代
の
到
来
」
と

と
ら
え
、
結
び
合
い
、
連
携
し
合
い

な
が
ら
、
時
代
を
開
き
、
次
代
に
引

き
継
ぐ
イ
メ
ー
ジ
で
構
想
。
二
部
構

成
、
二
時
間
以
内
を
目
標
に
組
み
立

て
て
い
く
。

　

第
一
部
、
邦
楽
部
（
長
唄
）
と
華

道
部
、
工
芸
部
、
さ
ら
に
書
道
部
、

文
芸
部
、
写
真
部
の
共
演
、
第
二
部

は
洋
楽
部
と
舞
踊
部
（
洋
舞
）
が
コ

ラ
ボ
し
、
総
合
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ

を
披
露
す
る
。

　

第
一
部
は
令
和
の
新
た
な
時
代
を

祝
う
こ
と
を
テ
ー
マ
に
設
定
。万
葉
・

令
和
讃
歌
を
主
題
と
し
、
令
和
表
記

の
源
で
あ
る
万
葉
を
前
面
に
、
悠
久

の
時
の
流
れ
を
「
次
代
」
へ
の
希
望

と
し
て
表
現
す
る
。
第
二
部
は
「
次

代
」
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
躍
動
。

洋
舞
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
が
洋
楽
の

生
演
奏
で
舞
う
な
ど
、
継
承
の
願
い

と
喜
び
を
込
め
る
。
こ
う
い
っ
た
内

容
を
ベ
ー
ス
に
、
細
部
を
調
整
し
、

肉
付
け
し
て
い
っ
て
計
画
を
練
り
上

げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

統
一
テ
ー
マ
イ
ベ
ン
ト
は
、
芸
術

祭
へ
の
関
心
を
高
め
る
呼
び
物
の
企

画
。
コ
ラ
ボ
芸
術
の
舞
台
は
幅
広
い

分
野
で
構
成
さ
れ
る
当
協
会
の
持
ち

味
が
最
も
発
揮
さ
れ
る
発
表
機
会
で

も
あ
る
。
各
部
が
「
無
償
の
精
神
」

で
役
割
を
担
い
合
っ
て
、
予
算
を
は

じ
め
と
す
る
厳
し
い
制
約
を
乗
り
越

え
、最
高
の
見
せ
場
を
演
出
し
よ
う
。

　

当
協
会
が
賛
助
会
員
を
招
い
て
関

係
強
化
を
図
り
、
支
援
の
継
続
に
つ

な
げ
る
懇
談
会
が
５
月
22
日
、
仙
台

市
青
葉
区
の
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ
仙

台
で
開
か
れ
た
。
賛
助
会
員
と
の
距

離
を
縮
め
、
長
期
に
わ
た
る
お
付
き

合
い
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
初

め
て
実
施
し
た
「
感
謝
の
集
い
」。

参
加
者
か
ら
「
ぜ
ひ
例
会
に
」
と
懇

談
会
の
定
例
化
を
求
め
る
提
案
も
あ

り
、
意
義
深
い
試
み
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
数
年
、
当
協
会
の
働
き
掛
け

も
あ
っ
て
、
賛
助
会
員
は
増
加
傾
向

を
た
ど
っ
て
い
る
。
た
だ
、
一
方
的

に
「
お
願
い
す
る
」
だ
け
で
は
、
協

会
の
存
在
や
活
動
に
対
す
る
真
の
理

解
の
促
進
に
つ
な
が
ら
ず
、
支
援
の

継
続
性
に
も
危
う
さ
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
絆
を
深
め
る
機
会
づ
く
り
の
検

討
を
進
め
、
今
回
、
初
め
て
の
懇
談

会
開
催
と
な
っ
た
。

　

手
探
り
で
始
め
た
新
規
事
業
に
賛

助
会
員
19
人
が
出
席
。
常
任
理
事
会

メ
ン
バ
ー
ら
と
懇
親
を
深
め
た
。

　

懇
談
会
は
菅
原
宗
初
執
行
理
事
を

進
行
役
に
、

冒
頭
、
雫
石

隆
子
理
事
長

が
謝
恩
と
意

見
拝
聴
の
意

図
を
込
め
た

あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
続

い
て
出
席
者
が
自
己
紹
介
を
し
た
後
、

吉
田
利
弘
執
行
理
事
が
映
像
を
流
し

な
が
ら
、
基
幹
事
業
の
宮
城
県
芸
術
祭

を
中
心
に
協
会
の
活
動
を
紹
介
し
た
。

　

今
回
の
試
み
、
出
席
者
に
は
お
お

む
ね
好
評
で
意
見
交
換
の
席
上
、「
恒

例
の
例
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と
い
っ

た
提
案
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
協
会

の
置
か
れ
た
状
況
を
踏
ま
え
て
企
画

の
意
図
を
忖
度
、
賛
助
会
員
の
一
人

が
「
開
催
の
狙
い
は
、
お
金
を
集
め

る
こ
と
。
さ
ら
な
る
資
金
の
提
供
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
同
席
会

員
に
呼
び
掛
け
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

懇
談
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

み
、
複
数
の
出
席
者
が
「
ど
の
よ
う

な
協
力
を
で
き
る
か
考
え
て
み
た

い
」
と
述
べ
る
な
ど
、
賛
助
会
員
に

よ
る
さ
ら
な
る
支
援
策
検
討
へ
の
期

待
感
を
高
め
た
。

　

工
芸
部
は
本
年
度
の
県
芸
術
祭

で
、
会
場
の
一
角
に
、「
秋
の
日
の

一
部
屋
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
日
々
の
生
活
を
彩
る

作
品
を
展
示
す
る
。
幅
広
い
分
野
で

構
成
さ
れ
る
部
の
特
性
を
生
か
し
た

ア
イ
デ
ア
。「
暮
ら
し
と
工
芸
」
を

切
り
口
に
し
た
、
従
来
の
展
示
と
は

一
味
違
っ
た
趣
の
あ
る
工
芸
空
間
が

関
心
を
呼
び
そ
う
だ
。

　

企
画
案
の
構
想
は
昨
年
度
の
芸
術

祭
が
き
っ
か
け
。
各
部
が
連
携
し
た

特
別
企
画
で
使
用
す
る
作
品
群
を
、

工
芸
展
で
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
一
足

早
く
披
露
し
た
と
こ
ろ
、
穏
や
か
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
、
入
場
者
や
会

員
ら
か
ら
好
評
を
博
し
た
。
部
内
の

会
議
等
で
、
工
芸
展
の
可
能
性
を
開

き
、
部
の
先
行
き
に
も
一
石
を
投
じ

る
新
た
な
試
み
と
し
て
評
価
す
る
意

見
が
相
次
ぎ
、
本
年
度
、
取
り
組
み

の
継
続
、
発
展
を
図
る
こ
と
に
し
た
。

　

芸
術
作
品
に
加
え
て
、
生
活
に
彩

り
を
添
え
る
小
品
を
展
示
し
、
作
り

手
と
使
い
手
の
心
を
つ
な
ぐ
、
も
う

一
つ
の
表
情
を
演
出
す
る
仕
掛
け
は

魅
力
的
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
新
機
軸

は
話
題
性
も
あ
り
、
市
民
ら
が
足
を

運
ぶ
契
機
に
も
な
り
そ
う
だ
。

工
芸
部
、
芸
術
祭
で
一
工
夫

昨
年
の
特
別
企
画
＆
工
芸
展
の
成
果
生
か
す

宮
城
県
芸
術
祭
の
準
備
本
格
化

「
結
い
」
第
３
弾
に
知
恵
結
集　
令
和
の
新
時
代
念
頭
に

協力の絆深める
懇談会

賛助会員招き「感謝の集い」

初の試み、和やかに
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本
年
度
の
研
修
旅
行
先
が
ベ
ト
ナ

ム
に
決
定
。
世
界
遺
産
の
宝
庫
、
ダ

ナ
ン
、
フ
エ
を
訪
ね
る
。
魅
力
満
載

で
多
く
の
参
加
を
期
待
し
て
い
る
。

　

日
程
は
11
月
13
～
17
日
の
４
泊
５

日
。
韓
国
・
ソ
ウ
ル
経
由
（
ア
シ
ア

ナ
航
空
）
で
ダ
ナ
ン
入
り
。
世
界
遺

産
ミ
ー
ソ
ン
遺
跡
観
光
、
世
界
遺
産

古
都
・
ホ
イ
ア
ン
観
光
を
楽
し
む
。

さ
ら
に
専
用
バ
ス
で
ベ
ト
ナ
ム
初
の

世
界
遺
産
フ
エ
へ
。
阮
朝
王
宮
、
太

和
殿
、
カ
イ
デ
ィ
ン
帝
廟
な
ど
も
視

察
す
る
。
料
理
も
多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー

を
用
意
。
歴
史
的
に
縁
の
深
い
フ

ラ
ン
ス
料
理
の
ほ
か
、
海
鮮
料
理
、

中
華
料
理
を
味
わ
え
る
。
旅
費
は

１
９
１
、９
５
０
円（
空
港
税
等
含
む
）。

　

46
回
目
と
な
る
研
修
旅
行
だ
が
、

海
外
旅
行
の
普
及
な
ど
に
伴
っ
て
、

参
加
者
を
募
る
難
し
さ
が
増
し
て
い

る
。
近
年
、
そ
の
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、27
年
度
の
タ
イ
、ミ
ャ
ン
マ
ー

は
10
人
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

研
修
旅
行
は
単
な
る
物
見
遊
山
で

は
な
く
、
部
を
超
え
た
幅
広
い
会
員

と
の
交
流
に
よ
り
、
創
作
活
動
へ
の

刺
激
と
会
員
同
士
の
親
睦
を
図
る
重

要
な
意
味
合
い
を
持
つ
。
た
だ
、
開

始
当
初
の
思
い
を
大
事
に
し
な
が
ら

も
、
一
度
立
ち
止
ま
り
、
廃
止
・
休

止
も
含
め
て
、
そ
の
在
り
方
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ

る
。
人
気
エ
リ
ア
を
視
察
地
と
す
る

今
秋
の
企
画
は
今
後
を
占
う
試
金
石

に
な
り
そ
う
だ
。
募
集
は
25
名
。
詳

し
く
は
チ
ラ
シ
参
照
。

　

東
北
・
北
海
道
芸
術
文
化
団
体
協

議
会
の
令
和
元
年
度
総
会
が
6
月
13

日
、
福
島
市
の
コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

で
開
催
さ
れ
た
。

　

昨
年
に
続
き
福
島
県
芸
術
文
化
団

体
連
合
会
が
担
当
と
な
り
、
平
成
30

年
度
事
業
・
収
支
決
算
報
告
、
令
和

元
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算（
案
）、

機
関
紙
「
北
斗
」
の
テ
ー
マ
を
承
認
。

　

今
年
は
交
流
事
業
と
し
て
「
東

北
・
北
海
道
交
流
写
真
展
」
を
開
催
、

古
里
の
風
土
と
文
化
を
紹
介
し
た
。

　

5
月
18
、
19
日
の
一
泊
二
日
の
日

程
で
、
毎
年
恒
例
の
絵
画
部
ス
ケ
ッ

チ
研
修
会
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
の
研
修
地
は
岩
手
県
遠
野
市

ふ
る
さ
と
村
か
ら
望
む
早
池
峰
山
と

宮
古
市
浄
土
ヶ
浜
。
ゆ
っ
た
り
と
時

間
を
と
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
の
後
に
は
作

品
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
た
。
参
加
者
数
は
27
名

で
盛
況
だ
っ
た
。

令
和
初
の
芸
文
協
総
会
開
催

ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
有
意
義
に

　
　

　

平
成
11
年

6
月
、
友
好

県
省
で
あ
る

中
国
吉
林
省

長
春
在
の
吉

林
省
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
宮
城

県
書
道
展
」
に
ご
一
緒
し
、
成
功
裡

に
帰
国
し
た
と
き
の
こ
と
。

　

山
崎
先
生
、
着
陸
す
る
や
否
や

　

飛
行
機
っ
て
、
仙
石
線
よ
り

　

揺
れ
な
い
の
ネ

　

思
わ
ず
耳
を
疑
い
ま
し
た
。
ま
さ

か
初
搭
乗
で
も
あ
り
ま
す
ま
い
に
。

さ
り
と
て
先
生
の
お
人
柄
、
冗
句
と

も
取
れ
ず
、仮
に
初
搭
乗
と
し
た
ら
、

小
鳩
の
よ
う
な
胸
を
ど
ん
な
に
痛
め

て
お
ら
れ
た
こ
と
か
。

　

吉
林
省
で
は
、
会
期
中
に
今
後
の

交
流
に
つ
い
て
協
議
。
後
に
副
知
事

に
な
ら
れ
た
加
藤
正
人
環
境
生
活
部

長
、
髙
倉
健
県
芸
協
理
事
長
に
、
山

崎
先
生
と
自
分
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

展
覧
会
は
、
か
つ
て
日
本
語
教
育

を
受
け
ら
れ
た
故
老
の
方
々
が
多
く

見
え
ら
れ
、「
読
め
た
、
読
め
る
」

と
懐
か
し
ん
で
く
だ
さ
り
、
ま
た
、

漢
字
が
片
仮
名
、
ひ
ら
が
な
に
転
移

発
展
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
日
本
の

文
字
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
称
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
年
末
、
山
崎
先
生
か
ら

次
の
よ
う
な
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　

大
友
（
青
陵
）
さ
ん
と
３
人
で
お

会
い
出
来
る
う
ち
は
幸
せ
な
こ
と
、

長
く
続
け
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

お
互
い
無
理
せ
ず
（
コ
ロ
バ
ぬ
よ

う
）
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
う
言
っ
て
お
ら
れ
た
先
生
が
、

程
な
く
し
て
奥
さ
ま
の
元
に
。

　

人
生
の
は
か
な
さ
、
無
常
迅
速
。

思
え
ば
先
生
と
世
代
を
共
に
し
た
こ

と
、
ま
こ
と
無
上
の
も
の
で
し
た
。

人
生
情
有
り　

涙
臆む
ね

を
沾う

る
おす　

杜
甫

　

お
別
れ
。
揺
れ
る
仙
石
線
。
お
ま

け
に
蹌よ
ろ
ぼ踉
う
足
。
先
生
ゴ
メ
ン
ネ
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

山
崎
先
生
は
５
月
23
日
、
黄
泉
の

国
に
旅
立
た
れ
ま
し
た
。
91
歳
。
名

古
屋
市
出
身
。
長
年
、
書
道
に
打
ち

込
み
、
協
会
で
は
書
道
部
主
任
、
社

団
法
人
当
時
、
常
任
理
事
、
参
事
を

務
め
、
平
成
25
年
か
ら
名
誉
会
員
。

河
北
書
道
展
の
審
査
員
、
運
営
委
員

長
を
歴
任
、
19
年
か
ら
特
別
顧
問
。

書
道
界
を
け
ん
引
し
続
け
た
半
生
で

し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

追
悼

書
道
の
発
展
に
貢
献

山
崎
晁
秋
先
生
　
ア
リ
ガ
ト
ウ

名
誉
会
員
（
書
道
部
）　
菊
田
　
翠
谷

今
秋
は
ベ
ト
ナ
ム
へ

　
　
フ
エ
の
世
界
遺
産
な
ど
視
察

注
目
の
エ
リ
ア
、

今
後
の
試
金
石
に関心を集めた交流写真展。右端は説明する吉田

利弘執行理事。

第
46
回
研
修
旅
行
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現
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
、
折
り
返
し
点
を
過
ぎ
た
。「
宮
城
県

の
芸
術
文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
」
と
の
定
款
に
掲
げ
た
目
的
の
達
成

に
向
け
て
、
雫
石
隆
子
理
事
長
と
吉
田
利
弘
、
佐
々
木
光
一
、
佐
藤
皖
山
、

菅
原
宗
初
、
渡
部
勝
彦
の
各
執
行
理
事
が
前
半
の
歩
み
を
総
括
し
た
。
誌
上

座
談
会
を
通
じ
て
当
協
会
の
抱
え
る
課
題
が
鮮
明
と
な
り
、
一
方
で
解
決
へ

の
力
強
い
模
索
が
始
ま
っ
て
い
る
。
組
織
運
営
が
年
々
、
難
し
さ
を
増
し
て

い
る
今
、
会
員
も
現
状
認
識
を
共
有
し
、
残
る
任
期
、
築
か
れ
つ
つ
あ
る
打

開
の
糸
口
を
た
ぐ
り
試
行
を
重
ね
な
が
ら
、
責
任
の
完
遂
を
誓
う
執
行
部
の

決
意
に
応
え
た
い
。

誌
上
座
談
会
、
執
行
理
事
ら
大
い
に
語
る

―
皆
さ
ま
、
任
期
前
半
を
振
り
返
っ

て
い
か
が
で
す
か
。

雫
石　
今
更
な
が
ら
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
執
行
理
事
と

し
て
の
経
験
か
ら
も
財
務
の
立
て
直

し
、
賛
助
会
員
の
拡
大
路
線
を
継
承

し
て
き
ま
し
た
が
、
一
年
か
け
て
事

業
や
収
支
の
実
像
を
は
っ
き
り
と
把

握
で
き
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

吉
田　
担
当
職
務
の
全
う
へ
、
努
力

す
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
所
属
部
門
の
運
営
だ
け

に
関
心
を
持
ち
、
協
会
の
全
体
像
が

見
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し

ま
し
た
。
協
会
運
営
の
良
さ
も
課
題

も
見
え
つ
つ
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

佐
々
木　
事
業
、
財
務
の
両
方
を
経

験
し
、
現
在
、
再
び
事
業
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
執
行
部
の
仕
事
は
「
会

員
拡
大
と
財
源
確
保
」
に
尽
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
高
齢
化
が
進
む

中
で
会
員
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を

か
け
る
困
難
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
自
宅
が

登
米
市
で
、
文

化
３
団
体
の
副

会
長
も
務
め
て

お
り
、
本
業
と
芸
協
の
会
議
が
重
な

る
こ
と
も
あ
っ
て
時
間
の
配
分
が
大

変
で
し
た
。
任
期
後
半
、
何
を
為
す

べ
き
か
を
念
頭
に
入
れ
、
協
会
発
展

の
一
翼
を
担
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

菅
原　
担
当
の
財
務
内
容
の
把
握
に

必
死
で
、
振
り
返
れ
ば
あ
っ
と
い
う

間
。
不
安
を
感
じ
な
が
ら
の
就
任
で

し
た
が
、
何
事
も
で
き
る
こ
と
は
果

敢
に
実
行
し
、
不
慣
れ
な
面
は
協

力
、
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
誠

実
に
職
務
を
遂
行
し
て
き
た
つ
も
り

で
す
。

渡
部　
執
行
理
事
に
な
っ
て
３
期
目

（
５
年
目
）
に
な
り
ま
す
が
、
年
々
、

そ
の
役
割
の
重
さ
と
対
応
の
難
し
さ

が
増
し
て
き
て
い
る
印
象
で
す
。

―
思
い
描
い
て
い
た
協
会
運
営
は
ど

の
程
度
で
き
て
い
ま
す
か
。

雫
石　
私
も
長
く
執
行
部
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
が
、
理
事
長
の
立
場
で

芸
協
運
営
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
思

い
知
り
ま
し
た
。
継
続
へ
の
一
石
と

し
て
日
頃
の
支
援
に
感
謝
す
る
「
賛

助
会
員
の
集
い
」
を
開
催
で
き
た
の

は
喜
び
で
、
事
務
局
と
の
意
思
疎
通

強
化
の
大
切
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

吉
田　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が
充
実
と

発
展
に
励
ん
で
い
る
こ
と
は
思
い
描

い
て
き
た
通
り
で
し
た
。
そ
の
こ
と

に
対
し
、
協
会
全
体
と
し
て
ど
の
よ

う
に
応
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
確

か
な
姿
勢
を
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
の
思
い
を
深
め
て
い
ま
す
。

佐
々
木　
会
員
の
減
少
防
止
を
ど
う

す
る
か
が
問
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
化
と
い
う
抗
い
難
い
壁
が

あ
り
、
正
直
、
十
分
な
手
立
て
を
講

じ
切
れ
て
い
ま
せ
ん
。
若
手
の
勧
誘

に
努
め
て
は
い
る
の
で
す
が
。

佐
藤　

財
源
不
足
が
歯
が
ゆ
く
て

…
。
行
政
と
の
共
同
事
業
を
増
や
し

文
化
、
芸
術
施

策
の
拡
充
を

図
っ
て
、
宮
城

が
こ
の
分
野

の
旗
頭
に
な
る
よ
う
な
勢
い
が
欲
し

い
。
他
県
と
同
等
の
予
算
を
確
保
で

き
れ
ば
、
よ
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

催
事
が
で
き
ま
す
。

菅
原　
協
会
運
営
の
役
に
立
っ
て
い

る
の
か
、
自
ら
に
問
い
掛
け
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
思
索
を
深
め
て
、

も
っ
と
踏
み
込
ん
だ
取
り
組
み
が
で

き
る
よ
う
、
手
立
て
の
構
築
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
部　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
理

解
し
て
い
た
こ
と
と
は
い
え
、
思
惑

通
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
問
題
意
識

の
共
有
と
徹
底
し
た
議
論
の
下
で
対

応
策
を
協
議
す
る
、
そ
の
重
要
性
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

―
協
会
の
維
持
・
発
展
に
向
け
て
、

抱
え
る
課
題
を
ど
う
認
識
し
、
い
か

に
対
応
さ
れ
る
つ
も
り
で
す
か
。

雫
石　
総
会
の
あ
い
さ
つ
で
も
、
安

定
的
な
運
営
に
向
け
た
基
盤
づ
く
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た

が
、
執
行
部
が
一
丸
と
な
る
の
は
も

と
よ
り
、
各
部
門
、
会
員
が
共
通
認

識
を
持
つ
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
機
会
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
田　
職
務
を
通
じ
て
知
っ
た
こ
と

と
し
て
衝
撃
的
だ
っ
た
の
は
、「
マ

イ
ナ
ス
決
算
」
が
続
い
て
き
た
こ
と
。

こ
の
事
実
を
全
て
の
部
門
、
会
員
と

共
有
し
、
会
員
や
賛
助
会
員
を
募
る

努
力
を
続
け
る
一
方
、
事
業
等
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
見
直
し
を
図
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木　
会
員
の
維
持
・
拡
大
を
抜

き
に
、
協
会
の
未
来
は
描
け
ず
、
そ

の
た
め
に
は
魅
力
あ
る
協
会
づ
く
り

が
必
須
で
す
。
質
の
高
い
作
品
を
発

表
し
、
県
民
・
市
民
の
評
価
を
高
め

る
こ
と
が
必
要
で
、
会
員
一
人
一
人

が
誇
り
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と
も

会
員
拡
大
の
原
動
力
に
な
り
ま
す
。

佐
藤　
素
晴
ら
し
い
作
品
の
展
示
や

質
の
高
い
演
奏
、
舞
台
の
創
出
が
根

本
に
な
け
れ
ば
、
人
の
心
を
つ
か

め
ま
せ
ん
し
、
会
員
も
増
え
な
い
で

し
ょ
う
。
発
表
機
会
の
拡
充
、
創
造

こ
そ
が
執
行
部
の
大
き
な
役
割
で
は

課
題
鮮
明
、
布
石
は
着
々

左から雫石理事長、菅原、佐藤両執行理事
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な
い
か
。
そ
ん
な
思
い
で
い
ま
す
。

菅
原　
会
員
減
少
、
高
齢
化
、
財
源

確
保
が
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
絡
み
合
い
、
対
応
は
容

易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
恵
を
出

し
合
い
、
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
広

く
訴
え
、
協
会
の
あ
り
が
た
み
を
増

す
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
部　
減
少
傾
向
に
あ
る
会
員
の
維

持
・
拡
大
と
事
業
内
容
の
質
の
向
上

が
最
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
協
会
の
存
在
感
を
高
め
、
賛
助

会
員
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
よ
う
な

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
レ
ベ
ル
の
高
い

事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
な
工
夫
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。　

―
芸
術
祭
の
共
催
団
体
拡
大
、
連
携

公
募
展
の
開
催
準
備
等
、
将
来
に
つ

な
が
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た
が
…
。

雫
石　
共
催
団
体
の
負
担
金
は
東
日

本
大
震
災
以
降
、減
っ
て
き
て
お
り
、

そ
の
分
、
協
会
の
持
ち
出
し
が
増
え

て
い
ま
す
。
芸
術
祭
の
先
行
き
を
考

え
た
時
、
共
催
団
体
の
拡
大
は
重
要

で
す
。
連
携
公
募
展
は
身
の
丈
を
考

慮
し
つ
つ
、
芸
協
の
あ
す
に
関
わ
る

試
み
と
し
て
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

吉
田　
関
連
団
体
と
連
携
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
は
、
芸
術
祭
へ
の
関
心
を

高
め
、
芸
術
文
化
の
拡
大
と
啓
発
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
連

携
公
募
展
は
当
該
の
写
真
、
工
芸
両

部
の
充
実
・
発
展
に
資
す
る
は
ず
で

す
。
た
だ
、
協
会
全
体
で
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
＆

ビ
ル
ド
の
考

え
方
も
加
味

し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

佐
々
木　
共
催
の
拡
大
は
、
運
営
基

盤
の
強
化
に
つ
な
が
り
、
大
歓
迎
で

す
。
河
北
新
報
社
と
の
連
携
公
募
展

も
、
大
い
な
る
チ
ャ
ン
ス
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
対
応
次
第
で
、
評
価

の
高
い
公
募
展
に
育
て
上
げ
て
い
け

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

佐
藤　
（
公
財
）
仙
台
市
市
民
文
化

事
業
団
が
共
催
団
体
に
加
わ
っ
て
も

ら
い
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

公
募
展
は
徹
底
的
に
経
費
を
抑
制
し

て
、
協
会
の
負
担
、
重
荷
に
な
ら
な

い
よ
う
留
意
す
る
べ
き
で
す
。

菅
原　
協
会
の
知
名
度
を
高
め
、
活

動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
、
喜
ば
し

い
こ
と
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
公

募
展
は
当
該
部
門
、
そ
し
て
協
会
全

体
の
活
動
意
欲
が
増
す
事
業
と
し
て

成
長
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
い
ま

す
。

渡
部　
共
催
の
拡
大
は
、
今
後
の
協

会
発
展
へ
の
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
連
携
公
募
展
も
期

待
し
て
い
ま
す
が
、
覚
悟
と
ア
イ
デ

ア
が
必
要
で
す
。
協
会
全
体
の
了
解

と
支
援
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
開
放
的

な
運
営
に
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
負

担
の
増
加
等
に
鑑
み
て
成
果
の
最
大

化
を
図
る
た
め
、
事
業
内
容
は
十
分

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

―
監
査
報
告
で
財
務
状
況
の
改
善
、
会

員
増
加
策
の
検
討
な
ど
３
点
、
対
応

を
求
め
る
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
が
…
。

雫
石　
協
会
の
厳
し
い
現
状
に
対
す

る
共
通
認
識
を
持
つ
こ
と
は
当
然
で

あ
り
、
財
務
状
況
に
関
す
る
踏
み
込

ん
だ
提
言
も
あ
り
が
た
く
、
重
く
受

け
止
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
部
門
の

検
討
や
賛
助
会
員
の
継
続
、
拡
大
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

吉
田　
真
摯
に
受
け
止
め
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
々
木　
全
く
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
。

菅
原　
問
題
意
識
は
私
自
身
と
共
通

し
て
お
り
、
重
要
な
指
摘
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

渡
部　
い
ず
れ
も
、
も
っ
と
も
な
指

摘
で
、
重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

―
い
ず
れ
も
共
感
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
ど
う
対
応
さ
れ
ま
す
か
。

雫
石　
安
定
し
た
運
営
基
盤
を
築
く

た
め
、
新
分
野
の
開
拓
は
既
に
模
索

を
始
め
て
い
ま
す
。
会
員
獲
得
、
若

者
へ
の
接
近
と
し
て
の
公
募
展
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
拡
大
も
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
財
務
対
策
で
は
、
事

業
ご
と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
予

算
の
精
査
を
促
す
ほ
か
、
参
加
費
等

の
見
直
し
も
あ
っ
て
い
い
の
で
は
。

吉
田　

す
ぐ
に

で
も
着
手
す
べ

き
で
す
。
現
況
理

解
は
不
十
分
で
、

ま
ず
は
各
部
が
認
識
を
共
有
す
る
た

め
の
働
き
掛
け
、
事
業
の
在
り
方
の

再
確
認
に
臨
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

佐
々
木　
内
規
の
整
備
・
充
実
を
図

り
、
幅
広
い
積
極
的
な
取
り
組
み
に

よ
る
増
収
と
支
出
の
抜
本
的
な
見
直

し
を
進
め
た
い
。
懇
親
会
の
開
催
や

催
事
へ
の
招
待
拡
大
等
を
通
じ
て
賛

助
会
員
の
支
援
継
続
に
つ
な
げ
た

い
。

佐
藤　
新
た
な
分
野
の
芸
術
家
の
発

掘
が
必
要
で
、
賛
助
会
員
に
な
っ
て

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
も
ら
え
る
対
応

策
を
考
え
た
い
。
寄
付
金
の
税
額
控

除
の
制
度
を
生
か
せ
る
よ
う
、
手
続

き
も
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
原　
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
部　
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
常
任
理

事
会
の
議
題
と
し
、
積
極
的
に
対
応

し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

―
残
る
任
期
１
年
に
臨
む
決
意
を
。

雫
石　
「
芸
術
振
興
基
金
」
の
創
設
、

「
賛
助
会
員
の
集
い
」
の
継
続
、
連

携
公
募
展
の
具
体
化
に
取
り
組
み
ま

す
。
執
行
部
内
、
事
務
局
と
の
協
調

を
一
層
進
め
て
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確

か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
田　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と

を
俎
上
に
載
せ
、
課
題
解
決
の
道
を

探
り
、
具
体
の
方
策
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
々
木　
会
員
が
世
界
に
羽
ば
た
け

る
よ
う
な
環
境
の
整
備
、
そ
の
道
筋

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

佐
藤　
５
年
後
、
10
年
後
を
見
据
え

て
、
何
を
為
す
べ
き
か
模
索
し
て
い

く
覚
悟
で
す
。

菅
原　
連
携
事
業
の
充
実
し
た
運
営

を
図
る
た
め
、
会
員
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
残
り
任
期
、
職
務
に

精
励
し
て
い
き
ま
す
。

渡
部　
執
行
理
事
が
誠
実
に
協
力
し

合
え
ば
、
必
ず
良
い
結
果
を
導
け
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
先
述
の
諸
課
題

を
含
め
、
執
行
部
が
心
一
つ
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

認
識
共
有
、
飛
躍
後
押
し

左から渡部、佐々木、吉田の各執行理事
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平成30年度正味財産増減計算書［決算］
（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公1 公2 公3 公益共通 公益小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  　 　 　

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 1,000 1,000 0 0 1,000

受取入会金 0 0 0 930,000 930,000 0 930,000 1,860,000

受取会費 0 0 0 12,810,000 12,810,000 2,678,543 7,821,457 23,310,000

事業収益 6,755,050 116,000 1,390,000 0 8,261,050 3,646,000 0 11,907,050

受取補助金等 200,000 0 200,000 0 400,000 0 0 400,000

受取負担金 12,595,750 0 0 0 12,595,750 0 0 12,595,750

受取寄付金 138,000 0 0 0 138,000 0 0 138,000

雑収益 291,000 0 0 4,499 295,499 0 0 295,499

経常収益計 19,979,800 116,000 1,590,000 13,745,499 35,431,299 6,324,543 8,751,457 50,507,299

（２）経常費用

事業費 30,153,081 2,907,092 5,185,304 110,000 38,355,477 6,286,043 0 44,641,520

管理費 0 0 0 0 0 0 7,810,477 7,810,477

経常費用計 30,153,081 2,907,092 5,185,304 110,000 38,355,477 6,286,043 7,810,477 52,451,997

当期経常増減額 △10,173,281 △2,791,092 △3,595,304 13,635,499 △2,924,178 38,500 940,980 △1,944,698

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

他会計振替額 9,995,072 2,791,092 3,570,104 △15,415,288 940,980 0 △940,980 0

当期一般正味財産増減額 △178,209 0 △25,200 △1,779,789 △1,983,198 38,500 0 △1,944,698

一般正味財産期首残高 1,027,572 0 25,200 42,016,766 43,069,538 14,000 0 43,083,538

一般正味財産期末残高 849,363 0 0 40,236,977 41,086,340 52,500 0 41,138,840

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般指定財産への振替額 30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

当期指定正味財産増減額 △30,000 0 0 0 △30,000 0 0 △30,000

指定正味財産期首残高 130,000 0 0 0 130,000 0 0 130,000

指定正味財産期末残高 100,000 0 0 0 100,000 0 0 100,000

Ⅲ　正味財産期末残高 949,363 0 0 40,236,977 41,186,340 52,500 0 41,238,840

ａ：公益目的事業経常費用計 ｂ：当年度年間全体経常費用 公益目的事業比率（a ／ b）

38,355,477 52,451,997 73%

　

当
協
会
と
河
北
新
報
社
が
主
催
す

る
「
第
23
回
杜
の
都
大
茶
会
」
が
５

月
25
、
26
の
両
日
、
仙
台
市
青
葉
区

の
勾
当
台
公
園
で
開
か
れ
た
。
盛
夏

を
思
わ
せ
る
天
候
の
下
、
参
加
し
た

市
民
ら
が
茶
道
を
通
じ
た
「
お
も
て

な
し
の
世
界
」
を
楽
し
ん
だ
。

　

伝
統
文
化
の
茶
の
湯
に
気
軽
に
親

し
む
機
会
で
、
緑
輝
く
こ
の
季
節
の

風
物
詩
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
。
改

元
直
後
を
意
識
し
、12
の
流
派
が「
令

和
仕
様
」
に
し
た
て
ら
れ
た
野
点
の

舞
台
で
、
心
づ
く
し
の
お
点
前
を
披

露
し
た
。
26
日
に
真
夏
日
を
記
録
す

る
な
ど
、
季
節
外
れ
の
暑
す
ぎ
る
気

象
条
件
の
中
、
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
、

昨
年
に
迫
る
８
５
０
０
人
ほ
ど
の
参

加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

令
和
に
刻
む
お
も
て
な
し

第
23
回
杜
の
都
大
茶
会

真
夏
日
乗
り
越
え
盛
会
に
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平 成 30 年 度 事 業 報 告
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】　＊第55回統一テーマ「結いⅡ」

事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 作品点数・出演者等

芸 術 祭 全 体
開会式 9/21 せんだいメディアテーク5F 83名
特別企画「結いⅡ～過去・現代・未来を結ぶ～」 9/30 せんだいメディアテーク1F 590名 対応部門：写真部・邦楽部（三曲）・茶道部・工芸部・彫刻部・絵画部・洋楽部
表彰式 11/21 ホテルメトロポリタン仙台 262名

展 示 関 係 事 業

工芸展 9/21 ～ 9/26 せんだいメディアテーク5F 2,101名 73点
写真展 9/21 ～ 9/26 せんだいメディアテーク5F 2,390名 88点
彫刻展 9/21 ～ 9/26 せんだいメディアテーク6F 1,743名 33点
絵画展 9/28 ～ 10/3 せんだいメディアテーク5・6F 8,065名 日本画　42点・洋画195点・役員等79点
華道展 10/5 ～ 10/10 せんだいメディアテーク5F 2,395名 前期35点・後期34点
書道展 10/5 ～ 10/10 せんだいメディアテーク5・6F 3,972名 293点

演 奏 関 係 事 業
長唄演奏会 10/21 日立システムズホール仙台 128名 20名
音楽会 11/9 日立システムズホール仙台 507名 会員30名・外部出演5名

文 芸 関 係 事 業
文学散歩 10/3 ～ 10/4 福島県浜通り地区 － 参加者39名
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 － － 750部発行
文芸祭 10/27 東京エレクトロンホール宮城 146名 －

茶 会 茶会 10/14・21・28 輪王寺 3,846名 13流派参加

人 材 育 成 事 業

写真公募展 9/21 ～ 9/26 せんだいメディアテーク5F 2,390名 入選99点（応募377点）
絵画展（公募の部） 9/21 ～ 9/26 せんだいメディアテーク6F 1,743名 103点
受賞者によるガラ・コンサート 10/7 日立システムズホール仙台 498名 受賞等出演22名．管弦楽団29名

第39回音楽コンクール
予選：2/17 日立システムズホール仙台 595名 参加：ピアノ部門：123名・ヴァイオリン部門43名
本選：3/17 日立システムズホール仙台 601名 参加：ピアノ部門：73名・ヴァイオリン部門47名

写真セミナー 会場：協会会議室・せんだいメディアテーク、5回開催（①7/13②8/10③9/22④10/12⑤11/16）、参加者計67名

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業2】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 作品点数・出演者等

鑑賞機会提供事業

第55回宮城県芸術祭
絵画展受賞者作品展 12/14 ～ 12/20 東京エレクトロンホール宮城 1,008名 会員の部40点・公募の部18点

［共催：（公財）宮城県文化振興財団］
宮城県芸術協会絵画部門
現運営委員等の「現在と過去」Ⅲ期 1/29 ～ 3/10 カメイ美術館 1,515名 58点　[共催：カメイ美術館]

みやぎミュージックフェスタ
2018 in ざおう 2/3 蔵王町ふるさと文化会館 452名

本協会出演等会員20名
［共催：蔵王町・蔵王町教育委員
会・（公財）宮城県文化振興財団］

伝統文化体験事業 第22回杜の都大茶会 5/26・27 勾当台公園 8,842名 13流派参加［共催：河北新報社］

人 材 育 成 事 業

県民との美術交流・ギャラリートーク 9/29 せんだいメディアテーク5F・6F 87名 講師：倉本 信之 氏・菅野 秋恵 氏

第5回定禅寺フォトコンテスト 12/3 ～ 9 東京エレクトロンホール宮城 302名 作品展示41点・応募108点
［共催：（公財）宮城県文化振興財団］

書道部による県内小中学校への
講師派遣事業

期日 学校 対象学年 担当会員 期日 学校 対象学年 担当会員
11/1 大河原町立大河原小学校 4年 池田　僊雲 12/5 大崎市立松山中学校 1～3年 大町　青蓮
11/27 七ヶ宿町立七ヶ宿中学校 1～3年 池田　僊雲 12/6 亘理町立吉田小学校 3～6年 中塚　　仁
11/29 大崎市立志田小学校 3～6年 千葉　華紅 12/7 仙台市立鹿野小学校 6年 工藤　志香
11/30 塩竃市立月見ヶ丘小学校 5～6年 建部　恭子 12/14 仙台市立錦ヶ丘小学校 5年 村山　柳雅
12/4 栗原市立瀬峰中学校 1～3年 後藤　法明 12/20 気仙沼市立気仙沼小学校 3～6年 武山　櫻子
12/4 気仙沼市立水梨小学校 3～6年 菊田　杏仙 12/25 大和町立小野小学校 3～6年 後藤　大峰

後 援 事 業 「河北美術展」等、本協会に本年度申請された78件の作品展や演奏会に対し、後援名義の使用許可及び賞交付（賞状や賞品等）を行った。

 （３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業3】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 作品点数・出演者等

東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 東北・北海道交流事業文化講演会 6/14 ホテル福島グリーンパレス ―

演題：「福島の合唱の歴史と今」
講師：菅野 正美 氏
（福島県合唱連盟理事長）
合唱：福島市内高校合唱部の皆さん

仙 台・ 大 邱 国 際
芸 術 交 流 事 業

仙台・大邱国際交流公演
「日本と韓国の芸術文化の交流～
22年間の大邱国際交流を祝して」

7/10 日立システムズホール仙台 535名 大邱訪問団：24名
（役員等14名・出演者10名）

（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
事業種別 事　業　名 期　日 会　　　　場 入場者数 備　考

会 員 研 修

絵画部スケッチ研修会 5/26 ～ 27 福島県会津若松方面 15名

講演会　 6/3 仙台市福祉プラザ 128名 演題：「被災地からの声～震災８年目の現実～」
講師：津田 喜章　氏　

書道部研修会　 10/7 せんだいメディアテーク７F 106名 講演会「金石について」　講師：伊藤 滋 氏
第45回研修旅行 10/27 ～ 31 台湾（台北・台南） 19名

発 行
機関紙「はなやま」発行 年間４回発行：216号（5/7）・217号（7/31）・218号（10/31）・219号（1/31）　各2,550部発行
「会員名簿」発行 7/1付、2,400部発行　※役員改選に伴うもの
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第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
が
９
月
に

開
幕
す
る
。本
年
度
か
ら
新
た
に（
公

財
）
仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団
が
共

催
に
加
わ
り
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

参
加
が
見
込
ま
れ
る
▼
遠
く
花
火
の

音
に
誘
わ
れ
、
庭
先
で
シ
ュ
ル
シ
ュ

ル
、パ
ン
と
ね
ず
み
花
火
が
弾
け
る
。

チ
リ
ち
り
と
火
の
花
を
咲
か
せ
た
線

香
花
火
が
、
真
っ
赤
な
球
を
ぽ
た
り

と
落
し
て
消
え
る
。
そ
ん
な
昔
日
の

光
景
を
思
い
出
し
た
▼
８
月
は
原
爆

忌
。
梯
久
美
子
の
『
原
民
喜
』
で
原

の
次
の
句
を
読
ん
だ
。「
炎
の
樹
雷

雨
の
空
に
舞
ひ
上
が
る
」。
広
島
で

被
爆
、
奇
跡
的
に
生
き
残
っ
た
原
民

喜
の
生
涯
は
、
妻
の
死
と
い
う
哀
し

み
を
抱
え
て
余
り
に
も
寂
し
い
。
原

爆
が
な
け
れ
ば
こ
の
悲
劇
は
生
ま
れ

な
か
っ
た
▼
世
界
の
指
導
者
は
、
核

兵
器
を
自
国
の
欲
の
実
現
の
た
め
の

脅
し
道
具
と
し
て
使
い
続
け
て
い

る
。
が
、
そ
の
欲
は
決
し
て
庶
民
の

も
の
で
は
な
い
。
世
界
69
カ
国
が
署

名
し
て
い
る
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」

に
、
唯
一
の
被
爆
国
日
本
は
ア
メ
リ

カ
に
気
を
遣
い
見
送
っ
て
い
る
。
署

名
を
拒
み
な
が
ら
核
廃
絶
を
口
に
す

る
、
そ
ん
な
政
治
家
の
二
枚
舌
に
信

は
置
け
な
い
。�

（
英
）

7
月
12
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

8
月
23
～
29
日

石
巻
市
ナ
リ
サ
ワ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
第
38
回
板
橋
健
独
唱
会
〈
声
に
よ
る

表
現
の
可
能
性
を
求
め
て
〉

7
月
18
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
42
回
仙
台
の
四
季
を
描
く
絵
画
展

7
月
26
～
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
65
回
全
国
公
募
圖
南
書
道
展

7
月
26
～
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
47
回
宮
城
二
紀
展

7
月
26
～
31
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
一
般
社
団
法
人
二
科
会
写
真
部
第
26

回
宮
城
支
部
写
真
展

8
月
2
～
7
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
63
回
筆
祭
り
恵
風
書
道
展

8
月
2
～
7
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
50
回
仙
台
市
民
川
柳
大
会

　

８
月
６
日

　

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台

☆
中
村
敦
子
リ
サ
イ
タ
ル

8
月
7
日

宮
城
野
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
玄
穹
社
門
展
併
催
第
11
回
玄
穹
社
学

生
展

8
月
9
～
12
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
47
回
宮
城
野
書
道
展

8
月
9
～
13
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
宮
城
野
書
人
会
学
生
書
道
展

8
月
16
～
21
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
２
０
１
９
日
洋
会
東
北
支
部
展

8
月
30
日
～
9
月
4
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
チ
ル
コ
ロ
・
マ
ン
ド
リ
ニ
ス
テ
ィ
コ
・

フ
ロ
ー
ラ
第
54
回
定
期
演
奏
会

9
月
1
日

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
仙
台
音
楽
弦
団　

松
尾
英
紀
楽
器
製

作
45
周
年
記
念

9
月
1
日

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

☆
第
66
回
河
北
書
道
展

9
月
1
～
8
日

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ

☆
第
2
回
蒼
原
社
現
代
書
展

9
月
6
～
11
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
バ
ッ
ハ
平
均
律
第
2
巻
全
曲
演
奏
会

9
月
7
日

仙
台
市
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

☆
太
田
ゆ
り
子
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
：

父 

有
磯
一
郎　

水
彩
画
と
共
に
～

9
月
8
日

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台

☆
吟
鳳
会
書
展

9
月
10
～
15
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
日
本
と
台
湾
復
興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト

「
歌
の
架
け
橋
と
な
っ
て
」

9
月
26
日　

熊
本　

西
福
寺
本
堂

9
月
28
・
29
日　

宇
和
島　

パ
フ
ィ

オ
う
わ
じ
ま

10
月
2
日　

山
元
町　

つ
ば
め
の
杜

ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル

10
月
3
日　

多
賀
城　

H
A

RI SU
N

 
CA

FE

10
月
4
日　

雄
勝　

雄
勝
小
中
学
校

10
月
5
日　

仙
台　

ス
タ
ー
ダ
ス
ト

10
月
7
日　

東
京　

明
治
記
念
館

11
月
29
日　

台
湾
台
南
市
予
定　

成

功
大
学
講
堂

11
月
30
日　

台
湾
花
蓮
予
定

12
月
1
日　

台
湾
台
中
市
予
定

☆
２
０
１
９
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第
44
回

事
務
局
日
誌

会
務
報
告

【
監
事
会
】
4
月
15
日

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
監

査
【
第
1
回
理
事
会
】
4
月
19
日

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

・
２
０
１
９
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
定
時
総
会
】
6
月
8
日

・
平
成
30
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

【
第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会
】

6
月
17
日

・
第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

【
第
1
回
部
長
会
議
】
7
月
8
日

・
第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

・
各
部
の
運
営
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
美
里
工
芸
作
家
グ
ル
ー
プ
展

5
月
18
～
26
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
腎
臓
移
植
45
年
加
納
鳴
鳳
書
展

6
月
27
～
30
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

8
月
17
～
20
日

三
陸
河
北
新
報
社
か
ほ
く
ホ
ー
ル

令
和
2
年
1
月
24
～
29
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
29
回
宮
城
示
現
会
展

7
月
12
～
17
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
55
回
宮
城
水
彩
展
「
栗
原
展
」

7
月
12
～
18
日

栗
原
文
化
会
館

☆
第
50
回
蔵
王
写
生
会
展

公
演
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」

9
月
28
・
29
日

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
3
回
新
日
春
展

▽
入
選
＝
天
笠
慶
子
、
安
藤
瑠
吏
子
、

石
川
浩
、
奥
山
和
子
、
七
宮
牧
子
、
及

川
尚
子
、
桶
谷
光
代
、
佐
々
木
志
津
子
、

鈴
木
多
恵
子

◇
ア
ー
ト
オ
リ
ン
ピ
ア
２
０
１
９

▽
入
選
＝
佐
藤
光
郎

受
　
贈
　
書
（
）
は
寄
贈
者

『
句
集　

黒
潮
の
沖
』（
相
内
を
さ
む
）、

『
歌
集　

残
灯
』（
原
田
夏
子
）、『
歌
集

　

嬬
恋
』（
原
田
千
万
）、『
詩
集　

旅
人
』

（
佐
藤
達
男
氏
ご
家
族
様
）

謹
　
弔

書
道
部�

小
野
寺
修
芳　

殿

平
成
29
年
10
月
26
日

書
道
部�

釜
村
清
鳳　

殿

平
成
30
年
11
月
3
日

茶
道
部
（
玉
川
遠
州
流
）

松
田
晋
礼　

殿

12
月
15
日

文
芸
部
（
詩
）�

佐
藤
達
男　

殿

平
成
31
年
3
月
19
日

華
道
部
（
小
原
流
）

小
川
爽
琳　

殿

4
月
25
日

書
道
部�

山
崎
晁
秋　

殿

令
和
元
年
5
月
23
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

菊
地
義
彦　

殿

6
月
12
日

茶
道
部
（
煎
茶
文
雅
静
庵
流
）

加
藤
静
秋　

殿

6
月
14
日

写
真
部�

大
内
四
郎　

殿

6
月
26
日

絵
画
部
（
洋
画
）�

白
崎
康
夫　

殿


